
令和８年3月7日（土）に、「東寺方複合施設の整備に向けた地域協議会」の第８回を開催しました。
当日は和田・東寺方コミュニティセンター（大栗川・かるがも館）のホールを会場にしたため、運営協議会から
施設や事業の説明を受け、その後に整備手法等について意見交換しました（青色は市の説明）。

東寺方複合施設の整備に向けた

地域協議会NEWS

ホームページで議事要旨や地域協議会ニュースを掲載しています！

また、引き続き東寺方複合施設に対するご意見を募集しています！

第８回地域協議会の資料はこちら！
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運営協議会（運協）について

ホームページ 施設へのご意見
問合せ：多摩市役所行政管理課 ０４2-338-6948

施設や事業について

大栗川・かるがも館の概要について（運営協議会からの説明）議題

平屋建替えのゾーニング案について議題

地域協議会からの要望を受けて、市は平屋建替えをイメージできる資料を提示しました

ボランティアや学生と連携し、親子向け
のかるがもっこひろばや小学生向けの
宿題クラブ等、多くの主催事業を展開

フリースペースには学習等に利用できる座席が73席
もあり、中学校定期試験前にはさらに増設して対応

館のコンセプトは「街のリビングルーム」

有償の貸室「コミュニティルーム」と、予約なしで誰で
も利用できる「フリースペース」があり、稼働率は高い

運営には企画力やコーディネート力の
ある人財の関与が不可欠。東寺方には
チカラのある方が必ずいる

運協委員36人、協力員37人、事務局
職員14人（有給）の計87人で運営
市の直営施設ではないからこそ、
地域の多くの方々に支えられている

運協の毎年度の予算は約2200万円
人件費を除くと事業費は約300万円

改修の場合、いまの古い施設のイメージ
を引きずってしまう

地域住民への聞き取り状況について議題

市としては、3つのフロアに機能が分断されている
現在の施設を改修するよりも、多世代が様々な目的
で利用できる見通しのよい１フロアで、顔の見える
関係を構築しやすい平屋建替えがよい

現サービス・機能を維持できるスペースが確保できるなら
地域協議会としては平屋建替えにすることを検討していく

平屋建替えがいい。重複しているスペースをうまく
共用スペースにしていけば、より良い施設になる

職員がいてくれて、いろいろなことを聞け
るので、とても助かっている

児童館（子どもの居場所）について 老人福祉館のお風呂について

お風呂がなくなると困る

利用者にとって、なくなると困るという意見は
当然。今は高齢者専用のお風呂。誰でも利用で
きるお風呂になったら、あなたは利用します？

年間の実利用者
男性22人 女性40人

他市の方も利用している。他市に比べて
予約なしで利用できるので、利用しやすい
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